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皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

町
制
施
行
40
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

岡
垣
町
は
、昭
和
37
年
10
月
に
町
制
を
施
行
し
、40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
40
年
の
間
、エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
炭
鉱
の
相
次

ぐ
閉
山
の
余
波
、昭
和
48
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
地
方

財
政
の
危
機
、そ
し
て
今
日
の
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
う

景
気
の
低
迷
な
ど
多
く
の
試
練
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、福
岡
市
と
北
九
州
市
の
中
間
に
位
置
す
る
と
い
う
地
域

特
性
を
生
か
し
、交
通
網
整
備
を
着
実
に
進
め
、住
宅
開
発

な
ど
も
行
わ
れ
大
き
く
躍
進
を
し
、人
口
も
約
3
万
1
千
人

と
な
り
、現
在
も
着
実
に
発
展
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、そ
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
先
輩
諸
氏
と
、岡
垣

を
愛
す
る
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

現
代
は
、少
子
・
高
齢
化
、高
度
情
報
化
、国
際
化
、地
方
分

権
化
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
な
ど
の
社
会
変
化
に

よ
り
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
、物
の
豊
か
さ

か
ら
心
の
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
13
年
3
月
に
策
定
し
た「
第
４
次
総

合
計
画
」に
基
づ
い
て
、「
人
と
自
然
の
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
」を
基
本
理
念
に
、先
輩
諸
氏
が
守
り
つ
づ
け
て
き
た
自
然

を
次
代
に
引
き
継
ぎ
、明
る
く
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

を
皆
様
と
協
働
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、10
月
6
日
に
ま
つ
り
岡

垣
と
同
時
開
催
で「
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
」、10
月
27

日
に
は
N
H
K
の
ど
自
慢
が
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、今
後
も
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
心
に
残
る
40
周
年
と
な
る
よ
う
な
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
垣
町
長
　
樋
　
　
龍
治

町
制
40
周
年
を
祝
し
て

明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅明治42年建築の旧海老津駅

現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅現在の海老津駅
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●
町
制
施
行
●
簡
易
水
道
第
3
期
工
事
完
成
、給
水
開
始
●
国
道

3
号
線
新
海
老
津
に
町
内
初
の
信
号
機
設
置
●
岡
垣
町
寿
会
結
成

●
高
倉
神
社
の
綾
杉
、県
文
化
財
に
指
定
●
初
め
て
水
稲
害
虫
航

空
防
除
実
施
●
海
蔵
寺
の
木
造
馬
頭
観
音
坐
像
が
県
文
化
財
に
指

定
●
百
合
ヶ
丘
団
地
造
成
開
始
、以
後
宅
地
造
成
相
次
ぐ

●
郡
内
の
農
協
が
合
併
し
遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合
が
発
足
●
岡
垣

町
戦
没
者
慰
霊
塔
除
幕
●
九
州
大
本
山
成
田
山
不
動
寺
を
内
浦
に

誘
致
●
山
田
小
学
校
鉄
筋
2
階
建
て
防
音
校
舎
完
成

●
岡
垣
町
第
1
回
町
民
体
育
祭
を
岡
垣
中
学
校
で
開
催
●
国
勢
調

査
、人
口
1
3
、8
0
7
人
･
3
、0
9
4
世
帯
●
第
1
回
産
業
祭
を

岡
垣
中
学
校
で
開
催

●
岡
垣
町
青
少
年
問
題
協
議
会
発
足
●
役
場
東
部
詰
所
を
出
張
所

に
昇
格
●
北
九
州
に
豪
雨
、城
山
ト
ン
ネ
ル
に
土
砂
流
入
し
列
車

不
通

●
県
道
北
九
州
･
芦
屋
･
福
間
線
、町
内
道
路
開
通

●
湯
川
林
道
完
成
●
戸
切
小
学
校
百
合
野
校
舎
か
ら
竜
王
新
校
舎

へ
移
る
●
岡
垣
町
椎
茸
組
合
設
立

●
31
の
行
政
区
、21
の
農
業
実
行
組
合
が
発
足
●
町
営
保
護
施
設

臨
海
荘
開
設
●
上
水
道
第
1
次
拡
張
工
事
が
竣
工
し
、給
水
開
始

●
役
場
庁
舎
が
野
間
に
完
成
し
、業
務
を
開
始
●
米
軍
、射
爆
撃
場

の
運
営
を
停
止
し
撤
収
●
高
倉
地
区
に
西
鉄
団
地
造
成
工
事
開
始

●
国
勢
調
査
、人
口
1
6
、7
6
0
人
･
4
、0
9
4
世
帯

●
遠
賀
郡
消
防
組
合
発
足
●
町
章
決
ま
る
●
湯
川
山
に
電
電
公
社

無
線
塔
設
置
●
米
の
過
剰
生
産
に
よ
り
生
産
調
整
が
始
ま
る

●
快
速
電
車
が
初
め
て
海
老
津
駅
に
停
車
●
中
央
公
民
館
を
開
設

●
県
立
療
養
所
が
県
立
病
院
と
改
称
し
、消
化
器
科
･
循
環
器
科

を
増
設
●
戸
切
地
区
に
町
営
住
宅
を
建
設

●
老
人
憩
の
家「
若
潮
荘
」開
設
●
重
度
身
体
障
害
者
を
持
つ
親
の

会「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」発
足
●
岡
垣
町
土
地
開
発
公
社
を
設
立

昭
和
37
年

(

1
9
6
2
年)

昭
和
38
年

(

1
9
6
3
年)

昭
和
39
年

(

1
9
6
4
年)

昭
和
40
年

(

1
9
6
5
年)

昭
和
41
年

(

1
9
6
6
年)

昭
和
42
年

(

1
9
6
7
年)

昭
和
43
年

(

1
9
6
8
年)

昭
和
44
年

(

1
9
6
9
年)

昭
和
45
年

(

1
9
7
0
年)

昭
和
46
年

(

1
9
7
1
年)

昭
和
47
年

(

1
9
7
2
年)

昭
和
48
年

(
1
9
7
3
年)

40年間を振り返って

岡垣町新庁舎完成（昭和45年） 高松の宮ご夫婦｢報恩 母の家｣訪問(昭和37年) 町制施行記念碑

岡垣町の40年間を写真と歴史年表で振り返る

町制施行時の駅前通り(昭和37年)
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●
地
域
集
団
電
話
を
一
般
電
話
に
切
り
替
え
始
ま
る
●
東
部
公
民

館
を
開
設

●
町
営
無
料
駐
車
場
を
海
老
津
駅
下
に
設
置
●
岡
垣
町
中
部
保
育

所
開
設
●
上
水
道
第
3
次
拡
張
事
業
で
浄
水
場
が
完
成
●
国
勢
調

査
、人
口
2
1
、4
8
3
人
･
5
、6
0
1
世
帯
●
海
老
津
台
団
地
造

成
始
ま
る

●
岡
垣
町
民
体
育
館
落
成

●
町
制
施
行
15
周
年
●
海
老
津
小
学
校
開
校
●
有
線
放
送
の
設
置

工
事
始
ま
る

●
上
水
道
第
3
次
拡
張
工
事
が
竣
工
し
、山
間
部
を
除
く
町
内
全

域
に
給
水
開
始
●
西
部
公
民
館
を
開
設
●
岡
垣
有
線
ラ
ジ
オ
放
送

開
始

●
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
●
遠
賀
･
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
設
立
●
老
人
憩
の
家「
乳
垂
荘
」開
設

●
住
民
基
本
台
帳
電
算
処
理
を
開
始
●
国
勢
調
査
、人
口
2
5
、3

2
7
人
･
7
、0
0
0
世
帯

●
岡
垣
中
央
公
民
館
横
に
弓
道
場
を
設
置
●
岡
垣
東
中
学
校
開
校

●
糠
塚
地
区
に
遠
賀
郡
農
協
の
大
型
乾
燥
貯
蔵
調
整
施
設(

カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ)

完
成
●
集
中
豪
雨
で
民
家
流
出
11
戸
、被
害
額
12

億
円

●
町
制
施
行
20
周
年
●
岡
垣
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
結
成

●
県
道
若
松
･
芦
屋
･
福
間
線
開
通

●
役
場
庁
舎
の
増
築
工
事
で
新
館
完
成

●
岡
垣
東
中
学
校
体
育
館
完
成

●
東
部
公
民
館
の
増
築
工
事
完
成
●
波
津
海
水
浴
場
に
休
憩
所
完

成
●
青
空
市
場
実
行
委
員
会
発
足

●
町
民
武
道
館
完
成
●
公
共
下
水
道
工
事
、高
陽
地
区
で
着
工
●

町
営
住
宅
が
三
吉
団
地
に
12
戸
完
成

●
身
体
障
害
者
福
祉
施
設「
集
い
の
家
」設
置
●
国
勢
調
査
、人
口

2
7
、8
7
2
人
･
7
、9
1
4
世
帯

昭
和
49
年

(

1
9
7
4
年)

昭
和
50
年

(

1
9
7
5
年)

昭
和
51
年

(

1
9
7
6
年)

昭
和
52
年

(

1
9
7
7
年)

昭
和
53
年

(

1
9
7
8
年)

昭
和
54
年

(

1
9
7
9
年)

昭
和
55
年

(

1
9
8
0
年)

昭
和
56
年

(

1
9
8
1
年)

昭
和
57
年

(

1
9
8
2
年)

昭
和
58
年

(

1
9
8
3
年)

昭
和
59
年

(

1
9
8
4
年)

昭
和
60
年

(

1
9
8
5
年)

岡垣対地射爆撃場の標的(昭和48年)

旧国道3号線（昭和46年）

町民武道館完成(昭和60年)

中部保育所開設
(昭和50年)

東部公民館増築
完成(昭和59年)

岡垣対地射爆撃場の撤去運動の様子(昭和53年ごろ撤去)

中央公民館開設（昭和47年）
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●
戸
切
白
谷
･
高
陽
歩
行
者
専
用
道
路
完
成

●
吉
木
小
学
校
特
別
教
室
完
成
●
口
座
振
替
制
度
開
始(

税
･
水

道
料
金)

●
住
民
記
録
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
開
始
●
町
民
憲
章
制

定
、町
花
を
ツ
ツ
ジ
に
決
定
●
三
里
松
原
が
全
国
白
砂
青
松
百
選

に
選
ば
れ
る

●
海
老
津
駅
舎
･
駅
前
広
場
が
完
成

●
国
道
3
号
線
岡
垣
バ
イ
パ
ス(

野
間
･
武
丸
間)

が
開
通
●
波
津

地
区
で
第
1
回
納
涼
花
火
大
会
を
開
催

●
ケ
ニ
ア
よ
り
子
供
使
節
団
が
岡
垣
町
を
訪
問
●
岡
垣
町
、ヨ
カ
ト

ピ
ア(

福
岡
博
覧
会)

に
参
加
●
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
発
足

●
国
道
3
号
線
岡
垣
バ
イ
パ
ス
線
開
通
●
第
1
回
国
内
外
短
期
留

学
事
業
に
よ
り
、小
中
学
生
を
四
国
へ
●
国
勢
調
査
、人
口
2
7
、8

9
6
人
･
8
、4
0
4
世
帯
●
と
び
う
め
国
体
大
会
旗
･
拒
火
リ
レ

ー●
公
共
下
水
道
第
1
期
計
画
区
域
共
用
開
始
●
役
場
増
築
工
事
完

成●
町
制
施
行
30
周
年
●
総
合
ふ
れ
あ
い
公
園
建
設
工
事
着
工
●
波

津
海
岸
に
外
国
船
が
座
礁
、海
産
物
に
大
き
な
被
害
●
憩
の
家「
こ

と
ぶ
き
荘
」開
設
●(

社)

岡
垣
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設

●
第
44
回
福
岡
県
植
樹
祭
、岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で
開
催
●
岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
開
館
●
第
1
回
ま
つ
り
岡
垣
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
開

催
●
岡
垣
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定

●
三
里
松
原
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
開
始
…
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵(

3
回
確
認)

●
岡
垣
パ
ー
キ
ン
グ(

国
道
3
号
線
バ
イ
パ
ス)

完
成
●「
同
和
対
策

事
業
終
結
に
関
す
る
合
意
」成
立(

物
的
事
業
の
終
結)

●
町
を
あ
げ
て
阪
神
淡
路
大
震
災
義
援
金
活
動
●
住
民
参
画
に
よ

る「
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
計
画
」策
定
●
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
海
が
め

も
か
え
る
町
」･
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定
●
住
民
票
等
･
印
鑑
証
明

書
自
動
交
付
機
稼
動
●
機
構
改
革
に
よ
り
情
報
推
進
課
・
公
民
館

新
設
●
同
和
対
策(

物
的)

事
業
集
結
完
了
記
念
祭
●
国
勢
調
査
、人

口
2
8
、8
0
5
人
･
9
、1
0
9
世
帯

昭
和
61
年

(

1
9
8
6
年)

昭
和
62
年

(

1
9
8
7
年)

昭
和
63
年

(

1
9
8
8
年)

平
成
1
年

(

1
9
8
9
年)

平
成
2
年

(

1
9
9
0
年)

平
成
3
年

(

1
9
9
1
年)

平
成
4
年

(

1
9
9
2
年)

平
成
5
年

(

1
9
9
3
年)

平
成
6
年

(

1
9
9
4
年)

平
成
7
年

(

1
9
9
5
年)

海老津駅駅舎改築・駅前広場落成(昭和63年)

第45回とびうめ国体開催(平成2年)

岡垣バイパス開通式(平成2年)

ケニア子供使節団来町(平成元年)

まつり岡垣&商工祭(新海老津商店街付近)(平成3年)

住民票・印鑑証明自動交付機稼動(平成7年)

40周年を振り返って
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●
岡
垣
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー「
い
こ
い
の
里
」起
工
式
●
海
老

津
駅
周
辺
桜
並
木
復
活
の
た
め
苗
30
本
植
樹
●
第
3
次
岡
垣
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
●
湯
川
山
中
腹
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
発
進
基
地
完
成
●
海
老
津
駅
前
広
場
に「
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
」完

成
●
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場「
す
ぱ
ー
く
岡
垣
」落
成
式
●
国
道
3

号
線
バ
イ
パ
ス
に「
岡
垣
パ
ー
キ
ン
グ
休
憩
施
設
」完
成
●
三
里
松

原
で
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵(

2
回
確
認)

●
な
ん
で
も
知
っ
て
み
よ
う「
出

前
講
座
」開
始

●
岡
垣
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー「
い
こ
い
の
里
」落
成
式
●
岡
垣

町
情
報
化
推
進
計
画
を
策
定
●
第
2
次
行
政
改
革
大
綱
策
定
●
岡

垣
町
の
人
口
が
3
0
、0
0
0
人
を
超
え
る
●
岡
垣
中
学
校
創
立
50

周
年
記
念
式
典

●
岡
垣
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
●
生
涯
学
習
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ー
ラ
ム
in
岡
垣
開
催
●
全
国
町
村
下
水
道
推
進
大
会
・

研
究
会
議
を
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で
開
催
●
映
像
広
報
ス
タ
ー
ト
●
第

1
次
住
居
表
示
実
施(

山
田
峠
・
鍋
田
・
東
高
陽
・
南
高
陽
・
松
ヶ
台
・

公
園
通
り)

●
岡
垣
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

●
岡
垣
町
障
害
者
計
画
策
定
●
遠
賀
郡
4
町
合
併
任
意
協
議
会
発

足
●
三
里
松
原
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
確
認
●
町
の
鳥
を
カ
ワ

セ
ミ
に
決
定

●
岡
垣
国
際
交
流
協
会
設
立
●
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
第
2
期
施
設

落
成
式
●
岡
垣
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
書
・
介
護
保
険
事
業
計
画

書
策
定
●
岡
垣
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
●
公
共
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
稼
動

●
国
勢
調
査(

人
口
3
0
、4
2
2
人
・
世
帯
数
1
0
、1
3
8)

●
第

2
次
住
居
表
示
実
施(

高
陽
台
・
東
松
原
・
百
合
ヶ
丘)

●
第
3
次
住

居
表
示
実
施(

旭
台
・
旭
南)

●
第
4
次
総
合
計
画
策
定
●
岡
垣
町
教
育
基
本
構
想
策
定
●
岡
垣

町
行
政
組
織
改
革
実
行
計
画
策
定
●
組
織
機
構
改
革
に
よ
り
、こ

ど
も
未
来
課
・
環
境
共
生
課
新
設
●
山
田
小
学
校
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
3
階
建
校
舎
完
成
●
遠
賀
郡
4
町
合
併
任
意
協
議
会
解
散
●
第

4
次
住
居
表
示
実
施(

桜
台
・
東
山
田)

●
海
老
津
配
水
池
完
成
●
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成
●
町
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
策
定
●
岡
垣
町
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
●

岡
垣
町
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
策
定
●
岡
垣
町
農
業
振
興
基
本
計
画
策

定
●
岡
垣
町
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
策
定
●
高
倉
び
わ
が
百
周
年

を
迎
え
記
念
事
業
実
施

平
成
8
年

(

1
9
9
6
年)

平
成
9
年

(

1
9
9
7
年)

平
成
10
年

(

1
9
9
8
年)

平
成
11
年

(

1
9
9
9
年)

平
成
12
年

(

2
0
0
0
年)

平
成
13
年

(

2
0
0
1
年)

平
成
14
年

(

2
0
0
2
年)

高倉ビワ百周年記念式典開催(平成14年)

岡垣サンリーアイ(第1期＝平成4年　第2期＝平成12年）完成

10月6日(日)

10月�

10月11日(金)

10月14日(祝)

1月26日(日)

10月27日(日)

10月13日(日)�
10月14日(祝)

 11月1日(金)～�
11月4日(月)

●記念式典　　11:00～　小学生などによるタイムカプセルの保存�
●まつり岡垣　10：00～15:00��
　ラジオ公開録音(栗之助と歌佳の恋は歌ごころ下ごころ)�ゲスト：香田晋�
　仰木彬氏(前プロ野球オリックス監督)トークショーなど�

●各小中学校での40周年記念植樹�

●町ホームページ40周年記念コーナー新設�
●町制40周年記念町勢要覧作成�

●高齢者スポーツ大会(仮称)

●第3回バドミントンジュニアクラブ選手権in岡垣�

●町制40周年記念　NHKのど自慢　12:15～13:00公開生放送予定��
　ゲスト：前川清・天童よしみ　司会：宮川泰夫アナウンサー　��
＊出場ご希望の方・観覧ご希望の方はNHK北九州放送局に申込が必要です��
　詳しくは8月25日号広報おかがきをご覧下さい。��
　問合わせ先：NHK北九州放送局・事業 TEL 093-591-5002（平日9時～19時）�

●町民文化祭�

●第10回いちご畑の大音楽会�

●ふれあいスポーツデー�

岡垣サンリーアイ�

各小中学校�

岡垣サンリーアイウエーブアリーナ�

総合グラウンド�

岡垣サンリーアイハミングホール�

岡垣サンリーアイ�
ウエーブアリーナ�

岡垣サンリーアイ�
ウエーブアリーナ�

岡垣サンリーアイ�

日程� 内　　容� 場　　所�
5
月
か
ら
健
康
福
祉
ま
つ
り
や
花
火
大
会
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
町
制
40
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

10
月
以
降
は
、
ま
つ
り
岡
垣
や
町
制
40
周
年
記
念

式
典
そ
し
て
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
皆
さ
ん
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

10
月
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る

町
制
40
周
年
記
念
事
業
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　夏の暑い日、新しく建て替えた山田小学校で元気な子どもたちと樋　町長とのおはなし会が始まりました。町制施行40周年という

節目の年を迎えて、これからの岡垣町をささえていく子どもたちは岡垣町の未来をどんなふうに考えているのでしょうか。�

岡垣町を語ろう2002

子どもたちと町長で、岡垣町の未来を語ろう。�

【
町
長
】

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
皆
さ
ん
と
わ
た

し
と
で
岡
垣
町
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
た
く
て
皆

さ
ん
に
集
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡
垣
町
は
、
昭
和
37
年
10
月
に
『
岡
垣
村
』
か

ら
『
岡
垣
町
』
に
な
っ
て
今
年
で
40
周
年
に
な
り

ま
す
。
北
九
州
市
と
福
岡
市
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に

位
置
す
る
こ
と
も
あ
り
、
住
宅
が
で
き
、
人
口
も

増
え
、
現
在
の
人
口
は
約
三
万
一
千
人
で
す
。

【
町
長
】

そ
れ
で
は
岡
垣
町
の
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ
う

か
。
岡
垣
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
嫌
い
な
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す
か
。

【
峯
く
ん
】

僕
は
以
前
工
場
の
多
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
た
の
で
幼
稚
園
の
こ

ろ
に
岡
垣
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

岡
垣
町
は
空
気
が
お
い
し
く
て
と
て
も
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
だ
か
ら
こ
こ
が
一
番
好
き
で
す
。
で

も
岡
垣
町
は
遊
び
に
行
け
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の

が
寂
し
い
で
す
。
け
れ
ど
、
こ
の
ま
ま
の
方
が
岡

垣
町
ら
し
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
石
田
く
ん
】

僕
は
岡
垣
町
の
自
然
と
空
気
が
大
好
き
で
す
。

都
会
と
は
違
う
き
れ
い
な
空
気
、
森
が
あ
り
ま
す
。

で
も
国
道
3
号
線
沿
い
は
排
気
ガ
ス
が
い
っ
ぱ

い
で
嫌
い
で
す
。

【
岩
本
さ
ん
】

岡
垣
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
や
さ
し
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
自
然
が
い
っ

ぱ
い
で
空
気
が
と
っ
て
も
お
い
し
い
こ
と
で
す
。

【
玉
置
さ
ん
】

岡
垣
町
は
、
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
施
設
が

多
く
あ
る
の
で
、
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
な

わ
た
し
に
ピ
ッ
タ
リ
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

ん
な
ま
ち
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

【
勢
屋
さ
ん
】

岡
垣
町
の
海
は
、
海
が
め
も
帰
っ
て
く
る
す
て

き
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
他
の
ま
ち
に
自
慢
で

き
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
大
き
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
買
い
物

に
は
不
便
だ
と
思
い
ま
す
。

【
江
口
く
ん
】

僕
は
サ
ン
リ
ー
ア
イ
な
ど
の
施
設
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
僕
は
サ
ン
リ
ー
ア

イ
に
よ
く
行
っ
て
、
図
書
館
で
勉
強
し
た
り
、
ビ

デ
オ
を
見
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
海
が
あ
る

の
も
好
き
で
す
。

【
町
長
】

み
な
さ
ん
が
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
岡
垣
町
の
自

然
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
の
で
す
ね
。
学
校
で
は

岡
垣
町
の
自
然
に
関
す
る
勉
強
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

【
玉
置
さ
ん
】

は
い
。
わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
川
や
水
、
空

気
の
汚
れ
具
合
を
調
べ
る
た
め
の
調
査
を
し
ま
し

た
。
空
気
の
汚
れ
は
、
道
路
の
近
く
に
布
を
張
っ

て
黒
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
汚
れ
て
い
る
と
い
う
よ

う
に
調
べ
ま
し
た
。
こ
れ
で
川
が
汚
れ
て
い
る
と

こ
ろ
や
空
気
が
汚
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
こ
ろ
が
分

か
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の
水
も
調
べ

ま
し
た
が
、
波
津
の
海
の
水
が
一
番
き
れ
い
で
し

た
。

【
町
長
】

水
も
岡
垣
町
の
自
慢
で
す
ね
。
岡
垣
町
は
海
が

あ
っ
て
、
ま
ち
の
境
を
山
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

山
に
囲
ま
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
山
に
水
が
た

ま
り
、
ま
ち
の
人
は
そ
の
自
然
の
水
を
飲
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
ち
で
使
う
水
の
85

前
後
が
地

下
水
で
す
。
岡
垣
町
に
は
大
き
な
川
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
た
ち
で
ま
ち
の
水
を
ほ
ぼ
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

岡
垣
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
、

嫌
い
な
と
こ
ろ
は
?
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【
町
長
】

み
な
さ
ん
が
岡
垣
町
で
好
き
な
と
こ
ろ
は
、

『
自
然
』
と
『
人
と
の
ふ
れ
あ
い
』
な
の
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
岡
垣
町
は
ど
の
よ
う
な
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
か
お
話
し
ま
す
。

先
ほ
ど
、
み
な
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
岡
垣
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
自
然
が
豊
か
で
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
方
々
が
多
い
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

岡
垣
町
の
未
来
は
、
自
然
を
残
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
将
来
の
ま

ち
の
テ
ー
マ
を
「
人
と
自
然
の
や
さ
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
岡
垣
町
の
中
心
市
街
地
で
あ
る

海
老
津
駅
前
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
拠
点
と
な

る
「
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
つ
く
る
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
役
場
に
行
か
な
く
て

も
パ
ソ
コ
ン
上
で
申
請
や
相
談
が
行
え
た
り
、
各

学
校
と
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結

び
、
学
校
の
授
業
を
便
利
に
楽
し
く
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
岡
垣
町
は
高
齢
者
の
た
め
の
施
設

を
多
く
つ
く
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は

青
少
年
の
育
成
も
考
え
て
い
ま
す
。
役
場
に
は

「
こ
ど
も
未
来
課
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

「
こ
ど
も
未
来
館
」
も
つ
く
り
、
施
設
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
な
い
、
機
能
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
お
年
よ
り
も
若
い
人
も
元
気
に
な

れ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
岡
垣
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物
が
あ

り
ま
す
。
特
に
「
高
倉
び
わ
」
は
、
今
年
で
百
周

年
を
迎
え
、
5
月
に
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
農
家
の
人
た
ち
が
一
生
懸
命
に
つ
く
っ

た
も
の
を
販
売
す
る
「
道
の
駅
」
を
つ
く
り
、
地

域
と
人
を
元
気
に
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
が
あ
り
山
が
あ
る
豊
か
な
自
然
を

守
っ
て
い
き
た
い
の
で
、
役
場
の
中
に
「
環
境
共

生
課
」
を
つ
く
り
、
自
然
保
護
や
う
み
が
め
の
保

護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
町
長
】

さ
ぁ
、
こ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
質
問
で
す
。
岡

垣
町
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
か
。

【
玉
置
さ
ん
】

私
は
今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

将
来
山
が
減
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

岡
垣
町
に
は
「
海
が
め
も
か
え
る
町
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
海
が
め
だ
け

で
な
く
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
岡
垣
町
に
戻
り
た

く
な
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
町
長
】

そ
う
で
す
か
。
み
な
さ
ん
、
将
来
も
岡
垣
町
で

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

【
一
同
】

う
な
ず
く

【
町
長
】

嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。
で
は
、
ほ
か
の
み
な
さ

ん
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
勢
屋
さ
ん
】

い
つ
ま
で
も
自
然
が
残
っ
て
い
る
ま
ち
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

【
岩
本
さ
ん
】

私
は
、
自
然
が
多
く
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
サ

ン
リ
ー
ア
イ
な
ど
の
良
い
施
設
が
あ
っ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
ほ
か
の
ま
ち
と
は
違
う
と
こ

ろ
が
あ
る
個
性
的
な
ま
ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

【
江
口
く
ん
】

僕
は
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
近
く
で
思
い
っ
き
り
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
て
、
み
ん
な
か
ら
「
す
ご
い
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
石
田
く
ん
】

僕
は
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
な
ど
の
施
設
が
も
っ
と

も
っ
と
で
き
、
自
然
も
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
け
れ
ど
、
汚
い
と
こ
ろ
が
増
え

た
ら
、
岡
垣
町
に
は
あ
ま
り
住
み
た
く
な
い
と
思

っ
て
し
ま
う
の
で
、
お
い
し
い
空
気
の
あ
る
ま
ち

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

【
峯
く
ん
】

僕
は
木
な
ど
を
切
ら
な
い
、
環
境
に
や
さ
し
い

岡
垣
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
町
長
】

皆
さ
ん
、
自
然
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
い
の
で
す
ね
。
わ
た
し
が
先
ほ
ど
皆
さ
ん

に
話
し
た
ま
ち
の
将
来
の
テ
ー
マ
と
同
じ
で
す

ね
。◆

　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

【
町
長
】

今
日
は
、
み
な
さ
ん
が
岡
垣
町
の
こ
と
を
と
て

も
好
き
で
、
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち

は
、
み
な
さ
ん
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
快
適
に

勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
出
来
る
よ
う
な
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
将
来
の
夢

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
14
年
8
月
6
日
　
山
田
小
学
校
に
て
）

～将来の夢～
プロ野球選手になりたいです。日曜
日は野球の練習をがんばっていま
す。学校には野球のチームが3チー
ムあって試合をしています。

江
口
　
貴
裕
く
ん

山
田
小
学
校
6
年
1
組

～将来の夢～
おもちゃ屋さんになって、おもちゃで
遊ぶ人に喜んでもらえるようにしたい
です。そして、壊れたら直してあげて、
｢ありがとう｣の言葉を聞きたいです。

石
田
　
康
二
く
ん

山
田
小
学
校
6
年
3
組

～将来の夢～
イチローみたいな野球選手になりた
いです。今は江口さんとは別のチー
ムで練習してがんばっています。

峯
　
　
慶
次
く
ん

山
田
小
学
校
6
年
3
組

～将来の夢～
バレーボール選手になって、いろい
ろな人に岡垣町のことを知ってもら
いたいです。また、人を助ける仕事
もしてみたいと思っています。

岩
本
紗
代
子
さ
ん

山
田
小
学
校
6
年
1
組

～将来の夢～
私は動物が好きです。特に犬が大好き
なので、犬とあつかえる仕事がしたい
と考えています。だから、ペットトリ
マーになりたいと思っています。

勢
屋
ち
え
み
さ
ん

山
田
小
学
校
6
年
2
組

～将来の夢～
私は人とふれあうことが好きです。
だから、保育士さんになって小さい
子どもたちの保育をしたいと思って
います。

玉
置
　
　
彩
さ
ん

山
田
小
学
校
6
年
3
組

未
来
の
岡
垣
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
を
、

町
長
か
ら
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
語
る
、

未
来
の
岡
垣
町
。
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10月1日から健康保険制度が変わります�10月1日から健康保険制度が変わります�

健康保険のことを正しく知りましょう�

70歳以上のひと�

　老人保健法の改正により、老人医療対象年齢が75歳以上に変更となります。(すでに該当になって
いる人はそのまま老人医療の該当者です。)昭和7年9月30日までに生まれた人が、70歳より老人医
療の該当者となります。�
　また、昭和7年10月1日以降に生まれた人は、75歳になるまで引き続き現在加入の健康保険より
給付を受けることになります。しかし、70歳になる翌月からは老人医療受給者と同様に、原則1割(一
定以上所得者は2割)の負担となります。�

定額制の医療機関では1日につき�
850円(1ヶ月に4回まで負担)、�
定率制の医療機関では1ヶ月　
3,200円(大病院では5,300円)を
負担していました。�

一定以上所得者とは�
①現役世代の平均収入以上の所得がある人で、課
　税所得が124万円を超える人�
②その同一世帯に属する70歳以上の高齢者�
低所得者Ⅱに該当するのは�
　同一世帯全員が住民税非課税である人（申請が必要です）�
低所得者Ⅰに該当するのは�
　同一世帯員全員が住民税非課税であるとともに、
　その世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する
　人（申請が必要です）�

病院では�
いくら支払うの?

病院へ
は何を

�

持って
いくの

?

医療費の負担が変わります!

いままでは�

▽医療機関へ持っていくもの�
　●健康保険証�
　●新しい老人医療受給者証�
▽入院や外来で上記の限度額を超えて負
　担したときは、領収書、印鑑、通帳を
　お持ちのうえ、住民課で申請を行って
　ください。�

▽医療機関へ持っていくもの�
　●健康保険証�
　●高齢受給者証�
▽入院や外来で上記の限度額を超えて負
　担したときは、健康保険 証の発行元で
　高額医療費の申請を行ってください。
　申請に必要なものは、各保険証発行元
　へご確認ください。�

昭和7年9月30日までに�
生まれたひと�

昭和7年10月1日以降に�
生まれたひと�

かかった医療費の1割(ただし、一定以上所
得者は2割)を負担します。ただし、月額で
表①の金額を超えて負担した場合は、申請
するとあとから払い戻しを受けられます。�
（入院の場合は、医療機関で限度額以上を支払
　う必要はありません）�

10月1日からは�

�

負担�
割合�

2割�

1割�

一人当たりの�
外来限度額�

40,200円�

12,000円�

8,000円�

40,200円�

24,600円�

15,000円�

一定以上所得者�

一般�

低所得Ⅰ�

低所得Ⅱ�

入院外来を含めた�
負担限度額�

72,300円�
(40,200円)�

カッコ内は、4回目�
以降の負担額�

低
所
得
者�

高額医療費は�
どこへ申請�
　するの?

保険証�

○○保険�

～�～�～�～�～�～�

(表①)
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70歳以上のひと�

3～69歳のひと�

　高額な医療費を負担したときに限度額
を超えた分が高額療養費として支給され
ますが、自己負担の限度額が一部引き上
げられ、右表のとおりとなります。�
新しい限度額は、10月診療分から適用
されます。�

負担が増えるん�
だなあ?健康には�
気をつけよう!�
�

�

�

高額療養費の自己負担限度額が一部変わります!

0～2歳のひと�

　3歳未満の乳幼児の負担は、3割から2割に引き下げられます。岡垣町では、乳幼児医療費支給
制度を実施しているので、初診料・往診料の負担が3割から2割に変わります。�
▽医療機関に持っていくもの�
　●健康保険証　●乳幼児医療証�

乳幼児の医療費の負担が変わります!

負担区分�

医療費の自己負担限度額 (月額)

住民税非課税世帯等� 35,400円�

住民税�

課税世帯�

上位所得�

139,800円�

一般�

77,700円�

40,200円�

24,600円�

1～3回目まで� 4回目以降�

ただし、実際にかかった医�
療費が699,000円を超えた�
場合は、超えた分の1%を�
加算します。�

72,300円�
ただし、実際にかかった医�
療費が361,500円を超えた�
場合は、超えた分の1%を�
加算します。�

高額療養費の自己負担限度額が一部変わります!

高額な自己負担は払い戻しを受けられます！�

老人保険制度の自己負担額の計算法�
まず外来の自己負担額について、

個人単位で外来の限度額を適用する。�

その後、入院の自己負担額を合算

して、世帯単位で限度額を適用する。�

一般世帯の場合�
夫が外来で30,000円�
妻が入院で30,000円�負担した場合�

例�

1
2

外来30,000円� 12,000円�
外来の自己負担限度額�

12,000円�
外来の自己負担限度額�

40,200円�
世帯の自己負担限度額�

18,000円�

1,800円�

18,000円� 1,800円� 19,800円�

があとから�
支給されます。�

があとから�
支給されます。�

があとから�
支給されます。�

高額医療費として�

高額医療費として�

42,000円�

-

-+

+

=

=合計で�

=

夫�

入院30,000円�妻�夫�
世
帯
計�

老人保険制度の自己負担額の計算法�

問い合わせ　住民課国保年金係へ�



8月19日(月)から23日(金)、岡垣町剣道連盟

の主催のもと小学生4人と中学生19人の少年

剣士が韓国へ渡り、韓国城南市剣道会と剣道を

通して交流を行いました。これは、2年に1度お

互いの国に少年剣士が訪問する事業で、｢吉田

滋青少年健全育成基金｣からの補助で行っているものです。

韓国での4泊5日という全期間、少年剣士たちはホームステイを行い、韓国の生活様式と脈々と伝わ

る道徳を体験し、国際感覚を育てることを目的に交流しました。

また、8月21日(水)には城南市剣道会長杯が行われ、次の成績をおさめました。

ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

世界へはばたく少年剣士

広報おかがき　平成14年9月25日号�

日韓親善少年剣道交流会

夏の夜空に酔いしれました

暑い日となった8月3日(土)、波津漁港でまつり

岡垣実行委員会・岡垣町の主催により、町制40周

年記念第12回岡垣町花火大会が行われました。

納涼イベントでは、パティオ・イカウイさん、あ

か絵さんによる歌謡ショーが行われ、力強い歌声

や懐かしいメロディーに見ていた人たちは大満足

の様子でした。

メインイベントの花火大会では、3,500発の打

上花火、堤防に仕掛けられた仕掛花火などに観客

たちは、夏の暑さをひと時忘れているようでした。

花火大会が終わったあとも｢今年の花火は綺麗

だったね。｣などの声が聞こえるなど、大盛況のう

ちに幕を閉じました。

町制40周年記念第12回岡垣町花火大会

10

○団体戦　中学生の部
優　勝　白雲錬成会A

(伊藤拓也・井上元瑛・嘉村　徹・辻　亘)
第三位　白雲錬成会B

(岩崎優翔・佐藤雄太・塩川恒彦・市川浩希)
小学生の部

第三位　白雲錬成会
(吉田浩史・浦川直子・鶴林隼人・磯部龍太)

○個人戦　中学生の部
優　勝　塩川恒彦
準優勝　伊藤拓也
第三位　岩崎優翔

小学生の部
準優勝　鶴林隼人　(敬称略)
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第5次住居表示がはじまりますよ!

9月3日（火）、町長室で岡垣郵便局から、町に住居表

示板や街区表示板などの寄贈が行われました。これ

は、10月7日(月)から実施される第5次住居表示(南山

田区・野間二区・緑ヶ丘区の一部・西山田区の一部・茅

原区の一部・新海老津区の一部・東海老津区の一部・

海老津区の一部・野間一区の一部・野間四区の一部)実

施のため、寄贈されたものです。

寄贈された住居表示版や街区表示板などは、順次

対象地区に取り付けを行いました。対象地域の皆様

につきましては、ご協力ありがとうございました。ま

た、この第5次住居表示実施に伴い、対象地域の郵便

番号が変わりますのでお間違えのないようお願いい

たします。

平成14年度町政モニターのみなさん

○鈴木美代さん(野間四区) ○方谷豊宗さん(内浦区)

○土屋良子さん(野間二区) ○吉山隆矩さん(塚原区)

○吉田和彦さん(新松原区) ○俵口千代美さん(旭中区)

○森山多鶴子さん(海老津区) ○花田美隆さん(原区)

○川原洋子さん(吉木区)

ボク、とったよ!

暑い日となった8月4日(日)、波津海水浴場で魚つ

かみとり大会が行われ、町内外から多くの子どもた

ちが参加し、大好評でした。

子どもたちは楽しそうに魚を追いかけ、捕まえよ

うと必死にがんばっていましたが、活きのいい魚た

ちは子どもたちの腕の中でも、ピチピチとはねまわ

り、なかなか捕まえられない子どもたちもいました。

子どもたちは普段体験することの出来ないこのイ

ベントに大満足の笑顔を浮かべていました。

みなさんの意見をまちづくりに

平成14年度の第1回町政モニター会議が、8月9日

(金)に開催されました。

町政モニターは、町民のみなさんの意見が反映され

たまちづくりを進めるため、平成元年から毎年公募により

行われ、今年度も9人の町政モニターが委嘱されまし

た。

今年度のテーマは、「住民が取り組むコミュニティ活動」

です。来年3月までに合計5回の会議を開き、モニターの

みなさんが地域や団体で活動している現状や課題につ

いて分析、検討して町政に対する意見をまとめ、町長に

報告書を提出します。

11

住宅表示板・街区表示板寄贈式

魚つかみとり大会

平成14年度岡垣町町政モニター

※10月6日(日)は、第5次住居表示に伴うデータ更新作業のため、
岡垣サンリーアイ・東部公民館に設置している住民票等自動交付
機は、使用できませんのでご了承ください。

●郵便番号が変わる地域●�
中央台1～6丁目� 811‐4218
海老津駅前� 811‐4236

▲町長と町制モニターのみなさん(当日、花田美隆さんは欠席)
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ラ
ジ
オ
体
操
終
り
て
入
る
残
り
湯
の
温

き

酒
井
　
広
次

風
に
乗
り
今
飛
び
立
ち
し
鷺
一
羽
茜
の

空
え
と
紛
れ
ゆ
き
た
り

皆
田
ユ
キ
エ

秋
近
く
季
節
に
つ
い
と
省
み
る
心
傲
り

て
気
ま
づ
き
思
う

三
宅
　
敏
夫

聖
書
の
伝
道
に
来
ま
し
た
と
二
十
才
位

の
青
年
は
八
十
二
才
の
私
を
口
説
く

中
原
　
政
平

合
歓
は
い
ま
葉
を
閉
ぢ
眠
る
夕
間
暮
れ

葉
陰
に
花
の
仄
明
り
を
り

岩
崎
　
京
子

玄
関
の
ベ
ビ
ー
サ
ン
ダ
ル
幸
せ
の
構
図

と
な
り
て
夏
の
日
暮
る
る

石
松
　
清
美

き
の
こ
雲
忘
れ
は
す
ま
じ
五
十
七
年
癒

え
ぬ
悲
し
み
い
ま
だ
に
続
く

橋
本
　
和
子

ク
ー
ラ
ー
を
止
め
て
開
け
た
る
朝
の
窓

蝉
し
ぐ
れ
と
光
ど
っ
と
飛
び
込
む

西
村
　
光
代

指
見
れ
ば
母
に
よ
く
似
る
指
な
れ
ど
母

に
似
つ
か
ぬ
不
器
用
な
指

石
松
　
文
子

ス
ト
レ
ス
を
夜
道
で
消
し
た
ひ
と
り
ご
と

末
松
　
　
碧

味
噌
汁
の
出
来
を
新
妻
訊
き
に
来
る

宇
都
宮
福
夫

青
葉
短
歌
会

一
般
の
人
の
作
品

岡
垣
川
柳
会

参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。�
　楽しかったこと、悲しかったことから
地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。�
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係�
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。�

私

書

箱
�

ど

く

し

の

�

ゃ�
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

《
無
料
で
あ
げ
ま
す
》

掲
載
し
た
品
物
が
欲
し
い
人

は
、は
が
き
に
、『
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
希
望
品
名
』を
書
い
て
提

供
者
へ

10
月
15
日(

火)

ま
で
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い(

抽
選)

。な
お
、は
ず

れ
た
人
へ
の
連
絡
を
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
木
製
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
】

少
し
古
い
物
で
す
が
、ど
な
た

か
必
要
な
人
へ
。

提
供
者

太
田
圭
惠
さ
ん(

大
字

手
野
1
1
2
5
番
地)

1
2
8
2
‐

9
7
9
1
へ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希

望
す
る
人
は
、ハ
ガ
キ
に「
品
物

(

無
料
に
限
る)

・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
」を
記
入
の
う
え
、広
報

お
か
が
き
へ

PN.城戸　ナギリ▲ PN.城戸　ナギリ▲

PN.緒河　摩菜▲ PN.水月　碧俚▲

遠賀郡体育協会および遠賀郡4町の体育協会が

主催する第43回遠賀郡民体育大会が、8月4日(日)

岡垣町を主会場に開催されました。

岡垣町は、夏季・秋季大会の総合優勝を果たし、

見事総合5連覇を成し遂げました。

各競技団体の大会結果は次のとおりです。
【優　勝】
☆バドミントン(一般男子・一般女子・青年・壮年男子・壮年女
子)☆陸上(総合)☆卓球(青年)☆バスケットボール(一般男子)
☆バレーボール(青年男子)☆弓道(一般男子・青年)☆相撲(一
般男子)☆硬式テニス(一般男子)

【準優勝】
☆バレーボール(壮年女子)☆卓球(一般・壮年)☆水泳(総合)
☆硬式テニス(一般女子)

【第3位】
☆バレーボール(一般女子)☆剣道(一般男子)☆ソフトボール
(一般男子)☆弓道(一般女子)

あっぱれ
総合5連覇!

8月25日(日)、大國主神社

で風止篭が行われました。

これは、台風の来るこの

時期に、台風よけと稲の豊

作を氏神様である大國主神

社に祈願するものです。手野区民あげてのこの風止篭は、町長、教育長、こすもす

園の方々をお招きして、総勢約200人での実施となりました。

こどもから大人まで約19目の歌や踊りなどがあり、参加した人たちは楽しそう

に舞台に見入っていました。

区民あげての
風止篭
かぜどめごもり

【原稿と写真は、手野区長　堀　克之さんの提供】

▲ウェーブアリーナでの開会式の様子

短
　
　
歌

川
　
　
柳



13 広報おかがき　平成14年9月25日号�

父
さ
ん
の
身
ぐ
る
み
剥
い
で
衣
替
え

野
田
　
健
生

ヘ
ボ
ゴ
ル
フ
前
に
進
ま
ぬ
千
鳥
打
ち

大
堂
　
圏
治

お
見
合
い
の
進
み
具
合
を
襖
越
し

工
藤
　
熊
雄

い
の
し
し
に
畑
荒
さ
れ
て
夫
婦
老
ゆ

小
西
き
く
え

舞
ふ
巫
子
に
涼
し
き
風
の
立
ち
に
け
り

長
畑
田
鶴
子

放
し
た
る
虫
か
も
知
れ
ず
鳴
き
通
す

山
中
き
よ
み

地
の
力
も
ら
ひ
て
重
き
稲
穂
か
な

兒
島
き
よ
子

白
猫
の
そ
ろ
ひ
の
首
輪
宮
凉
し

船
津
丸
て
る
代

朝
涼
や
こ
ぶ
し
開
き
て
嬰
の
睡
り

十
時
千
恵
子

夜
の
端
居
月
に
か
ゝ
れ
る
雲
は
や
し

木
村
　
　
守

廂
よ
り
大
暑
の
月
の
の
ぞ
き
け
り

力
丸
ツ
ヤ
子

蜩
の
夕
暮
れ
て
宮
ひ
と
り
じ
め木

下
　
武
久

眼
の
つ
ぼ
を
押
へ
て
燈
火
親
し
め
り

千
々
和
恵
美
子

九
十
九
折
行
き
着
く
眼
下
海
霧
ふ
か
し

竹
の
下
静
子

蝉
し
ぐ
れ
何
と
田
舎
に
来
た
も
ん
だ

橋
本
貴
美
子

そ
の
中
に
か
ん
高
く
鳴
く
虫
の
あ
り

杉
山
久
美
子

図
書
館
の
親
子
に
休
暇
果
て
ん
と
す

貞
苅
　
文
枝

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

木
綿
間
俳
句
会

8月24日(土)の夕方、内浦小学校の体育館で『うつら

夏まつり2002』が開催されました。今年で10回目と

なる『うつら夏まつり』は、八女郡の星野村小学校との

交流キャンプで行われた屋外公園での映写会から始

まり、内浦小学校の教師と当時の波津駐在所員によ

る夕涼みコンサートを経て、PTAや育成会の手づく

りによる夏まつりへと様相を変えながら現在の形と

なり、年々にぎやかに開催されています。

今年も内浦小学校区各地区のこどもたちによる歌やダンス、女性コーラス｢ハーモニッ

クラズベリー｣や｢岡垣吹奏楽団｣によるコンサート、全員参加の｢○×クイズ｣とたくさん

の催しが行われ、集まった

500人ほどの校区のみな

さんは、子どもたちと一緒

に楽しんでいました。

また、会場にはPTAや育

成会のみなさんの出店が

並び、焼き鳥やおでん、か

き氷やゲームコーナーと

子どもたちにとって楽し

い1日となったことでしょ

う。

うつら夏まつり
2002

8月13日(火)・14日(水)、平

成14年度南山田区盆踊り大

会が行われました。あいにくの

雨で、事前に予定していた総

練習が中止となり、ぶっつけ

本番で大会を迎えることにな

りましたが、公民館で幾度とな

く練習を重ねてきた小学校5・6年生7人による見事な太鼓の

演奏と、南山田区きれいどころの先導による華麗なる踊りは、久

しぶりに里に帰ってきた人たちを含め、100人を超える区民を

楽しませてくれました。また、初盆精霊を慰霊する大会を一層

盛り上げ、成功させてくれました。

13日のヨーヨー釣

り、14日の花火大会で

は、たくさんの子どもた

ちの歓声が遠く夜空に

｢こだま｣しているようで

した。

関係者のみなさん、

いろいろとありがとうご

ざいました。

平成14年度
南山田区
盆踊り大会

【原稿は佐伯一美さん、写真は西嶋
次男さんの提供】

8月7日（水）から11日（日）

までの4泊5日、第18回中

間・遠賀地区「少年の船」が

鹿児島県の屋久島・種子島

で行われ、中間・遠賀地区の

小学4年生から中学2年生ま

での46人と、スタッフ18人が

参加しました。岡垣町からも団員、スタッフ計23人が参加し、大

自然の中でのキャンプ、屋久杉の見学、海ガメの放流、星空観

測など、日頃味わうことのできない貴重な体験をしてきました。

また、今回は中種子町教育委員会のお世話により、種子島の

子供達と短い時間でしたが地引網を通して交流会なども行な

いました。

子どもたちはこの5日間で、集団生活の厳しさや仲間への思

いやり、自然の雄大さを学び、

ひとまわり成長して帰ってきまし

た。暑い太陽の下で、真っ黒に

日焼けした子どもたち。驚きと

感動の連続だった5日間は、夏

休みの忘れられない思い出の

ひとつになったようです。

「夢・希望・未来へ
はばたく仲間たち」

8月11日(日)、山田区の氏森神社で
商工会女性部主催による収穫祭が行わ
れました。この収穫祭は今年で5回目を
迎え、今回は初の遠賀郡4町合同での
収穫祭となりました。
水巻町のみどり園、岡垣町の母の家

の児童たちが、氏森神社のそばにある
畑のスイカの収穫を行い、そのあと参加
者全員でのバー
ベキューが行わ
れ、この日参加し
た100人を超える
人たちは、満足そ
うな笑顔を浮か
べていました。

おいしそうだね
収穫祭

俳
　
　
句
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岡垣町のエンゼルプラン
～豊かな自然と地域が育む《岡垣っ子》育成計画～

平成14年3月策定 出会い�
　ふれあい�
　　学び愛�

問い合わせ　こども未来課

岡垣町の14歳以下の人口構成比は、平成2年に17．7％でしたが、平成12年には
14．3％に減少しました。一方65歳以上の人口構成比は、平成2年に15％だったものが、
平成12年には21．9％に増加しています。
このような傾向は全国的なものですが、あわせて児童虐待や子育て機能の低下、男女共同参画は叫ば

れてはいるが、子育ての負担は依然母親に集中している現状など、子育ての不安や悩みは増大していま
す。

エンゼルプランを策定するため、町内の子育て世代の親や子育て、健全育成で活動している団体やサ
ークルの意見を聞き、現状と課題を検証しました。

※当面の課題と取り組みとして次のことを推進します。
1．子育て・健全育成を推進するための中核となる施設（仮称こども未来館）の整備
2．地域が一体となって子どもに関する問題解決を図るための「子育て支援ネットワーク」の形成
3．計画の進行を管理する組織の設置
4．家庭、地域、学校、事業者などそれぞれの役割を明確にし、相互協力のもと地域全体で岡垣っ子を育
む環境づくりを目指します。

…親の求める子育て支援を実現するために…

親が本当に必要としている支援は
○子どもを健やかに育てたい
○子どもをのびのびと遊ばせたい
○子どもの友達がほしい
○子どもと良い関係をつくりたい
○同じ子育てをしている人と話したい
○ちょっとしたことを気軽に尋ねたい

『豊かな自然と　暖かな家庭、地域につつまれ
自ら生きる力を育む　　岡垣っ子』

を計画の基本理念とし、子育て支援・健全育成のための施策実現を図ります。

かつては地域で自然に手に入ったもの
人間関係が希薄になった現在では、地
域や行政の支援が必要です

岡垣町エンゼルプランでは
このようなことを行っていきます。

子ども（岡垣っ子）の
①育成意識の啓発
②家庭における育成支援
③子育てと仕事の両立支援
④教育環境の整備
⑤健康づくり
⑥生活環境の整備

※少子化の現状

※実態調査

14
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予
防
接
種
の
お
す
す
め�

　
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
は
18
　

世
紀
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の�

種
痘
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。接
種
に
よ
っ
て
病
気
を
防
ぐ
、�

か
か
っ
て
も
重
症
に
な
ら
ず
に
済
む
こ
と
を
考
え
る
と
、�

文
明
の
力
は
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
す
。�

お�

を�

拝�
借�
！

耳�

保�

健�

師�
の�

ち
ょ
っ
と�

第123回�

①鮭と高菜の�
　和風カルボナーラ�
②いちじくのワイン煮�

〈①の材料　４人分〉�
○ゴーダチーズ(20㌘)○スパゲッティ(320㌘)
○鮭※甘塩(1切れ)○高菜(80㌘)○卵(2個)
○ブラックオリーブ(4粒)○オリーブオイル(少 )々

○粉チーズ(少 )々○しょうゆ(少 )々○こしょう(少 )々 �

〈②の材料　４人分〉�
○いちじく(450㌘)○白ワイン(大さじ3)○砂糖
(大さじ4)○レモン汁(大さじ3)

〈②の作り方〉�
①　いちじくは熱湯でサッとゆで、皮をむく。�

②　①を白ワイン・砂糖・レモン汁で20分くら

い鍋のふたを開けて煮る。�

〈①の作り方〉�
①　鮭を焼いてフレーク状にしてほぐす。�

②　スパゲッティをゆでる。�

③　ボウルに卵を溶きほぐし、ゴーダチーズを

混ぜ合わせる。�

④ フライパンでオリーブオイルを熱し、ざく切

りにした高菜を炒め、鮭と半分に切ったブラ

ックオリーブを加えて火を止める。�

⑤　②を③に加えて混ぜ合わせ、しょうゆ・こし

ょうで軽く下味をつける。�

⑥　④に⑤を加えあわせる。�

⑦　皿に盛り、粉チーズをふりかける。�

※ブラックオリーブに干しぶどうを代用しても可。�

�

岡垣町食生活改善推進会�
（ヘルスメイトの会）�

～日本的食材を乳製品で生かして～�

一
人
分
の
栄
養
価�

献立�

①�

②�

たんぱく質�
(ｇ)

エネルギー�
(Kcal)

カルシウム�
(mg)

塩分�
(ｇ)

20.7465 119 2.2

14.9343 8 1.0

脂質�
(ｇ)

13.8

23.3

　いちじくは三河の平野部で古くから家庭用と
して作られていた。昭和47年頃からの減反政策
として農家が組織的に栽培するようになり、今
ではハウス栽培・露地栽培まで盛んである。�
(愛知県食進会ふるさと料理より)�
岡垣町でもたくさんとれるので、ご利用をおす
すめします。�

乳
幼
児
健
診
の
会
場
な
ど
で
、「
子
供
の

体
調
が
悪
く
、予
防
接
種
が
で
き
な
か
っ

た
。」、「
仕
事
が
忙
し
く
て
連
れ
て
い
け
な

か
っ
た
。」と
い
う
保
護
者
の
声
を
伺
い
ま

す
。お

子
様
の
体
調
が
良
い
機
会
を
逃
さ
な

い
こ
と
、予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
場

合
は
、幼
稚
園
や
保
育
所
・
小
学
校
で
流
行

し
感
染
を
受
け
る
と
合
併
症
や
後
遺
症
を

残
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
麻
疹
と
風

疹
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
麻
疹(

は
し
か)

飛
沫
感
染(

ウ
イ
ル
ス
が
咳
な
ど
で
唾

液
と
と
も
に
空
中
を
飛
び
人
に
感
染
す
る

こ
と)

で
感
染
力
が
強
く
春
か
ら
初
夏
に

流
行
。症
状
は
38
度
前
後
の
発
熱
が
3
日

程
度
続
き
、い
っ
た
ん
1
度
程
下
が
り
、再

び
上
昇
す
る
の
と
同
時
に
全
身
に
発
疹
が

出
ま
す
。

合
併
症
は
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
で
、重
症

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。成
人
は
重
症

化
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

○
風
疹(

三
日
ば
し
か)

飛
沫
感
染
で
、春
か
ら
初
夏
が
多
く
冬

に
も
発
生
。

症
状
は
約
半
数
に
発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ

節
の
腫
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。妊
婦
さ
ん
が

感
染
す
る
と
、胎
児
に
先
天
性
風
疹
症
候

群(

白
内
障
、先
天
性
心
疾
患
な
ど)

が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
あ
れ
こ
れ

○
結
核
…
日
本
で
毎
年
四
万
人
が
罹
患
。

特
に
乳
幼
児
が
感
染
す
る
と
重
症
化
す

る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
ポ
リ
オ
…
昭
和
50
年
か
ら
昭
和
52
年
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
は
、ポ
リ
オ
の
免
疫
を

持
つ
割
合
が
低
い
こ
と
が
厚
生
省(

現
在

は
厚
生
労
働
省)

の
調
査
で
わ
か
っ
て
い

ま
す
。希
望
さ
れ
る
人
は
、中
間
市
立
病

院
・
健
愛
記
念
病
院
で
予
約
を
す
れ
ば
接

種
が
可
能
で
す
。

自
分
自
身
を
守
る
た
め
、周
囲
に
感
染

さ
せ
な
い
た
め
に
も
副
反
応
な
ど
を
理
解

の
う
え
、予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

法
律
で
決
め
ら
れ
た
予
防
接
種
の
対
象

年
齢
と
規
定
の
回
数
内
で
あ
れ
ば
、接
種
費

用
は
無
料
で
す(

下
図
参
照)

。

病
気
の
予
防
に
も
共
通
し
ま
す
が
、十
分

な
睡
眠
と
休
養
・
栄
養
・
運
動
や
外
出
後
の

う
が
い
と
手
洗
い
を
心
が
け
、体
調
が
悪
い

と
き
は
無
理
を
せ
ず
安
静
に
し
、か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

予
防
接
種
に
関
す
る
内
容
は
、か
か
り

つ
け
医
ま
た
は
、こ
ど
も
未
来
課
ま
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
　
酒
井
範
子

15

接種対象年齢
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覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱

用
は
、個
人
の
心
身
を
む
し
ば
む
ば

か
り
で
な
く
、突
発
的
な
殺
傷
事
件

な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
誘
因
と
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
覚
せ
い
剤
・
シ
ン

ナ
ー
な
ど
の
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ

を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
シ
ン
ナ
ー
と
は
、塗
料
な
ど

を
薄
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
液
体

の
こ
と
で
、接
着
剤
に
も
入
っ
て
い

ま
す
。シ
ン
ナ
ー
を
乱
用
す
る
と
、背

が
伸
び
な
い
、筋
肉
が
つ
か
な
い
な

ど
発
育
を
妨
げ
る
大
き
な
原
因
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、脳
の
萎
縮
や
肝
臓
障
害
の

報
告
も
あ
り
、大
量
吸
引
に
よ
り
死

亡
し
た
り
、幻
覚
や
幻
聴
な
ど
の
症

状
が
あ
ら
わ
れ
、最
悪
の
場
合
、他
人

へ
の
暴
力
、殺
人
事
件
に
発
展
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
を
乱
用
し
た
場
合
、「
毒

物
及
び
劇
物
取
締
法
」に
よ
り
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

全
国
糖
尿
病
週
間
に
ち
な
み『
合

併
症
を
防
ご
う
〜
血
糖
、血
圧
、体
重

〜
』を
テ
ー
マ
に
、糖
尿
病
に
関
す
る

講
演
会
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い(

入

場
無
料
、事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん)

。

と
　
き

10
月
5
日(

土)

午
後
1
時

か
ら
4
時
ま
で

と
こ
ろ

芦
屋
町
町
民
会
館(

芦
屋

町
中
ノ
浜
11
‐
6)

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
所
1
2
0

1
‐
4
1
6
1
・
山
名
眼
科
医
院
1
2

4
6
‐
2
3
4
5
・
横
溝
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
1
6
7
1
‐
5
0
0
5
へ

最
近
、仕
事
の
疲
れ
や
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で「
過
労
死
」

「
精
神
障
害
」に
な
っ
た
り
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。今
般「
過
労
死
」な

ど
、脳
・
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

(

財)

労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て「
過

労
死
」な
ど
の
相
談
お
よ
び
労
災
請

求
や
各
種
労
災
補
償
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

毎
月
、第
2
月
曜
日
を「
仕
事
と
健

康
を
考
え
る
日
」と
し
て
全
国
一
斉

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

相
談
窓
口

(

財)

労
災
年
金
福
祉
協

会
　
福
岡
相
談
所(

福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
前
2
‐
20
‐
1

大
博
多
ビ
ル

10
階)

電
話
相
談

1
0
1
2
0
‐
6
0
3
‐

1
1
4
へ

相
談
時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
4

時(

土
、日
、祭
日
を
除
く)

来
年
入
学
予
定
の
こ
ど
も
を
対
象

に
、本
校
の
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
で
は「
体
験
入
学
」を
計
画
し
て
い

ま
す
。お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
　
き

○
小
学
部
＝
11
月
22
日

(

金)

○
中
学
部
・
高
等
部
＝
11
月
21

日(

木)

ま
た
は
28
日(

木)

の
ど
ち
ら

か
1
日

と
こ
ろ

福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校

申
込
締
切

10
月
31
日(

木)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

立
福
岡
養
護
学
校(

糟
屋
郡
新
宮
町)

1
0
9
2
‐
9
6
3
‐
0
0
3
1
へ

技
能
検
定
は
、職
業
能
力
開
発
促

進
法
に
基
づ
き
、受
験
者
の
技
能
の

程
度
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定

し
、公
証
す
る
制
度
で
す
。

職
種
毎
に
特
級
、1
級
、2
級
、3

級
、ま
た
は
単
一
等
級
に
区
分
し
、実

技
試
験
お
よ
び
学
科
試
験
が
次
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
1
日(

火)

か
ら
11

日(

金)
試
験
日

○
実
技
　
11
月
29
日(

金)

か
ら
平
成
15
年
2
月
23
日(

日)

の
間

に
お
い
て
、指
定
す
る
日
○
学
科
＝

2
月
2
日(

日)

、
5
日(

水)

、
9
日

(

日)

、16
日(

日)

の
4
日
間

問
い
合
わ
せ
・
受
験
手
続

福
岡
県

生
活
労
働
部
労
働
局
職
業
能
力
開
発

課
1
0
9
2
‐
6
4
3
‐
3
6
0
4
へ

家
具
な
ど
を
再
生
し
展
示
販
売
を

行
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
　
付

○
9
月
30
日(

月)

か
ら
10

月
5
日(

土)

午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
30
分
ま
で

○
10
月
6
日(

日)

午
前
9
時
か
ら

11
時
30
分
ま
で
　

抽
選
日

10
月
6
日（
日
）午
前
11
時

30
分
か
ら

と
こ
ろ

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

品
　
目

タ
ン
ス
・
食
器
棚
・
テ
ー
ブ

ル
ほ
か
約
百
品(

二
千
円
か
ら
七
千

円
程
度
ま
で)

※
配
達
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、購
入

者
で
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
間
・
遠

賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
1
2
4
5
‐

5
3
7
4(

中
間
市
大
字
垣
生
1
3

0
0
番
地)

※
申
込
用
紙
は
中
間
・
遠

賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

「
み
ど
り
園
ま
つ
り
」を
行
い
ま

す
。

と
　
き

10
月
19
日(

土)

午
前
10
時

か
ら
午
後
2
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

み
ど
り
園(

芦
屋
町
緑
ヶ

丘
4
‐
42)

問
い
合
わ
せ

み
ど
り
園
1
2
2

3
‐
3
3
1
1
へ

と
　
き

10
月
11
日(

金)

午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特

設
会
場

出
演
者

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン(

サ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル)

曲
　
目

ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ

他入
場
料

無
料

技
能
試
験(

後
期)

の

実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

福
岡
県
生
活
労
働
部

再
生
品
の
展
示
販
売
を行

い
ま
す

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

毎
年
10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
は
、「
福
岡
県
覚
せ
い
剤
・
シ

ン
ナ
ー
乱
用
防
止
月
間
」で
す
。

健
康
福
祉
課

「
過
労
死
」な
ど
に
関
す
る

相
談

健
康
福
祉
課

16

ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か

み
ど
り
園

岡垣�

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト�

かん　　　な　　　づき

神無月のもよおし・おしらせ神無月のもよおし・おしらせ
URL(ホームページのインターネット上の住所)http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 役 場
教育委員会

は 1282―1211
ひとにいい

講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

(

社)

日
本
糖
尿
病
予
防
協
会
福
岡
県
支
部

福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校

「
体
験
入
学
」
の
ご
案
内

福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校
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中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

※
出
演
者
募
集
中
!
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

第
3
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
in
岡
垣

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生

た
ち
が
頂
点
を
目
指
し
て
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

と
　
き

①
10
月
13
日(

日)

○
開
会

式
＝
午
前
9
時
20
分
か
ら
　
○
予
選

リ
ー
グ
＝
午
前
9
時
30
分
か
ら

②
14
日(

祝)
○
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
＝
午
前
9
時
30
分
か
ら
　
○
陣
内

貴
美
子
さ
ん
に
よ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
＝
午
前
11
時
10
分
か
ら

(

※
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
対
象
は
、大
会
参

加
者
の
み)

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

入
場
料

無
料

●
手
打
ち
そ
ば

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
そ
ば
が
打

て
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
20
日(

日)

・
11
月
17

日(

日)

午
前
10
時
か
ら
午
後
1
時

ま
で

と
こ
ろ

調
理
室

内
　
容

○
1
回
目
＝
ざ
る
そ
ば
○

2
回
目
＝
か
け
そ
ば

受
講
料

二
千
円(

二
回
分)

材
料
費

千
四
百
円(

二
回
分)

定
　
員

15
人

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具
・
エ

プ
ロ
ン

申
込
締
切

10
月
13
日(

日)

※
申
し
込
み
は
、窓
口
で
直
接
受
け

付
け
ま
す
。

第
6
回
マ
ン
ド
リ
ン
と

ギ
タ
ー
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

第
1
部
＝
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は

タ
ン
ゴ
を
主
体
と
し
た
も
の
。ギ
タ

ー
ソ
ロ
で
は
あ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ナ

ン
バ
ー
と「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い

出
」を
演
奏
。

第
2
部
＝
ア
ル
ト
と
ベ
ー
ス
ギ
タ
ー

を
使
用
し
た「
セ
イ
リ
ン
グ
」「
ロ
ン

ド
」マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」の
主
題
歌

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。厚

く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。�

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ�

�

○
関
岡
　
信
之
　
様�

○
津
茂
谷
　
潔
　
様�

○
福
沢
　
龍
子
　
様�

�

（
8
月
31
日
受
付
分
ま
で
）�

�

○
津
茂
谷
　
潔
　
様�

�

○
足
立
　
恵
子
　
様�

�

○
福
沢
　
龍
子
　
様�

�

○
福
田
　
春
江
　
様�

�

○
福
島
　
　
毅
　
様�

�

○
大
谷
　
文
子
　
様� (

鍋
　
田)�

�(

戸
　
切)�

�(

手
　
野)�

�(

手
　
野)�

�(

緑
ケ
丘)�

�(

野
間
四)

○
伊
藤
　
英
勝
　
様�

�

○
阿
部
　
ヒ
ロ
　
様�

�

○
永
井
サ
ヨ
子
　
様�

�

○
宮
本
　
和
則
　
様�

�

○
古
賀
ス
ミ
子
　
様�

��

(

戸
切
白
谷)�

�(

東
松
原)�

�(

高
　
陽)�

�(

百
合
ヶ
丘)�

�(

東
高
陽)�

��

故
　
津
茂
谷
　
保
　
様
　
83
歳�

�

故
　
足
立
忠
比
古
　
様
　
68
歳�

�

故
　
福
沢
　
政
則
　
様
　
79
歳�

�

故
　
福
田
　
延
次
　
様
　
79
歳�

�

故
　
福
島
　
政
子
　
様
　
69
歳�

�

故
　
大
谷
　
　
猛
　
様
　
77
歳�

故
　
伊
藤
甚
一
郎
　
様
　
90
歳�

�

故
　
阿
部
　
見
由
　
様
　
82
歳�

�

故
　
永
井
　
末
男
　
様
　
65
歳�

�

故
　
宮
本
ウ
ミ
ヨ
　
様
　
84
歳�

�

故
　
古
賀
　
茂
　
様
　
　
73
歳�

�

17

【
ス
ポ
ッ
ト
講
座
】

や
、「
木
曽
節
」を
演
奏
。

と
　
き

10
月
20
日(

日)

午
後
3
時

か
ら

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

主
　
催

マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
モ
ロ
ー

ソ
、フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ギ
タ
ー
ラ

※
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
モ
ロ
ー
ソ
で
は
、

マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ�

岡
垣�

県内に住んでいる身体障害者(児)に対し、身体障害
者手帳や補装具などについて障害者更生相談所が巡
回総合相談を行います。
と　　　き　10月11日(金) 午前10時から午後3時

○受付＝午前9時30分から午後2時30分まで
と　こ　ろ　水巻町中央公民館(水巻町頃末北1‐1‐2)
対　　　象　県内に住んでいる身体障害者(児)、戦傷病者およ

び身体障害者手帳の交付を受けようとする人(視
覚障害者と内部障害者は除きます)

相 談 内 容 ○補装具交付の要否判定、処方および適合判定
○更生医療に関すること　○身体障害者更生援
護施設などへの入所に関すること○身体障害者
手帳の交付に関すること

持ってくるもの ○身体障害者手帳(すでにお持ちの方) ○戦傷
病者手帳　○補装具の交付・修理希望の人は、前
回交付の補装具　○印かん　　など

問い合わせ 健康福祉課生活福祉係へ

寝具を回収し、水洗い・乾燥・消毒して配達する
サービスを行います。

と　き 10月下旬に予定(※詳しい日程は利用者決定後、
業者から連絡があります。)

対象者 在宅で寝具の衛生管理が困難な、①おおむね65歳
以上のひとり暮らしの人　②高齢者のみの世帯
③②に準ずる世帯に属する高齢者並びに身体障害
者(※詳しくは健康福祉課へ確認してください)

内　容 ○3点一式(掛け布団、敷布団、毛布)○4点一式(掛
け布団、毛布、ベッドパッド、マットレス)

利用料 ○3点一式=520円程度
○4点一式=730円程度

※回収から配達まで
約1週間で終わります。

申し込み・問い合わせ
10月15日(火)までに
健康福祉課高齢者福祉係へ

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

受
講
生
募
集

身体障害者(児)巡回相談があります

寝具を丸洗いします。
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1�
（火）�

2�
（水）�

3�
（木）�

4�
（金）�

7�
（月）�

8�
（火）�

9�
（水）�

10�
（木）�

11�
（金）�

12�
（土）�

13�
（日）�

14�
（月）�

5�
（土）�

6�
（日）�

◎
登
山
連
盟
・
矢
筈
山
、風
師
山
登
山(

北
九
州
市
門
司
区)

８:

00
〜
16:

00
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９:

00
〜
９:

20
受
付�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」（
い
こ
い
の
里
）９:

30
〜
14:

00�

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）
10:

00
〜
11:

30
�

� ◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）
13:

30
〜
13:

50
受
付
�

�◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
翠
秀
流(

翠
秀
珠
玉)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

�◎
町
制
40
周
年
記
念
第
11
回
ま
つ
り
岡
垣（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10:

00
〜
15:

00
�

◎
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
11:

00
〜�

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
岡
垣
町
選
手
権
大
会｢

男
子
の
部｣�

　(

町
民
体
育
館
・
岡
垣
東
中
学
校
体
育
館)

８:

30
〜
17:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

�◎
弓
道
連
盟
・
高
倉
神
社
秋
季
大
祭
奉
納
弓
道
大
会(
高
倉
神
社)

９:

00
〜
16:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
13:

20
受
付
�

◎
相
撲
連
盟
・
高
倉
神
社
奉
納
相
撲
大
会(

高
倉
神
社)

16:

30
〜
22:
00
�

◎
町
制
40
周
年
記
念
岡
垣
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
�

　（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10:

00
〜
14:

20
　
○
受
付
＝
９:

00
�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン(

サ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル)｣�

　（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18:

30
〜
19:

00
�

�◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
水
巻
緑
地
め
ぐ
り(

水
巻
町)

８:

30
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴(

琴
衛
会)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:
00
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
16:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

�◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
23
回
連
盟
会
長
杯(

松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド)

８:

00
〜
17:

00
�

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
男
女
混
合
大
会「
秋
季｣

（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８:

00
〜
15:

00
�

◎
卓
球
連
盟
・
秋
季
大
会(

町
民
体
育
館)

８:

00
〜
18:

00
�

◎
町
制
40
周
年
記
念
第
３
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
ｉ
ｎ
岡
垣
�

　（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）　
○
開
会
式
＝
９:

20
〜
　
○
予
選
リ
ー
グ
＝
９:

30
〜
�

◎
剣
道
連
盟
・
高
倉
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会(

高
倉
神
社)

13:

00
〜
17:

00
※
雨
天
時
は
町
民
武
道
館
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

� ◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
13:

15
受
付�

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

15
〜
13:

30
受
付�

4

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
、東
海

老
津
、新
海
老
津
、海
老
津�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、吉

木
、元
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、新
松
原
、

三
吉
、元
松
原�

日�

小
　 

型 

　
車
�

大
　
　
型
　
　
車
�

小
　 

型 

　
車
�

人
　
頭
　
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）
�

従
　
量
　
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）
�

大
　
　
型
　
　
車
�

10
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
�

12567811151617232430 2731 10122526 20222128

三
吉
、吉
木�

波
津
、原
、内
浦
、手
野
、新
松
原
、吉
木
、元

松
原�

新
松
原
、三
吉
団
地
、三
吉�

月
２
回
汲
取
り�

吉
木
、高
塚
、高
倉
、上
高
倉
、新

海
老
津
、海
老
津
、上
畑�

高
陽
、東
松
原
、野
間(

全
区)

、東

山
田
、戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津�

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山�

三
吉�

13

吉
木�

塚
原�

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

三
吉
、吉
木
、高
塚
、野
間
全
区�

戸
切
百
合
野
、海
老
津
、野
間(

全
区)

茅
原
、新
海
老
津(

星
ヶ
丘)

、海
老
津
、野
間

４� 波
津
、原�

西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚
、西
山
田
、東
山
田
、�

緑
ヶ
丘
、野
間
１
、百
合
ヶ
丘�

西
山
田
、南
山
田（
富
士
団
地
）、茅
原
、高
陽
、

東
海
老
津
、新
海
老
津
、野
間
１
、野
間
２�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、海
老
津
、�

上
畑
、野
間
３
、野
間
４�

月
２
回
汲
取
り
Ｂ�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉�

上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、西
山
田
、海
老
津
、上
畑
、

旭
台
、野
間
1
、野
間
2
、野
間
4

29

吉
木
、高
塚�

月
２
回
汲
取
り
Ｂ�

戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津
、上
海

老
津�

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
、手
野
、内
浦
、

西
黒
山�

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、戸
切
、戸
切
白
谷
、戸
切

百
合
野�

3

湯
川
、波
津
、内
浦�

内
浦�

月
２
回
汲
取
り
Ｂ�

戸
切
、戸
切
百
合
野
、手
野�

新
松
原
、三
吉�

14

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠
塚�

海
老
津�

湯
川
、原
、波
津
、内
浦�

9

高
塚
、吉
木(

倉
丸)

、塚
原�

糠
塚
、山
田
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋
田
、高

陽
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、海
老
津
、新

海
老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津�

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、東
山
田
、

海
老
津
、新
海
老
津
、上
畑�

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東
黒
山
、

糠
塚
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間

(

全
区)

高
倉
、吉
木
、元
松
原�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り
Ｂ�

月
２
回
汲
取
り
Ｃ�

18

吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、茅
原
、東
松

原�

吉
木�

19

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、内
浦�

月
２
回
汲
取
り
Ａ�

祝
・
体
育
の
日
�

◎
町
制
40
周
年
記
念
第
13
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）９:

30
〜
14:

30
　
○
受
付
＝
９:

00
�

◎
町
制
40
周
年
記
念
第
３
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
ｉ
ｎ
岡
垣（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）�

　
○
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
＝
９:

30
〜
�

�

駅前ギャラリー�
10月上旬�
……『鉄道記念日展』�
10月下旬�
……『夏休みふれあい教室作品展』�
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●有料シールを貼付してください。�
●大型ごみは自宅まで取りに行きます。�
●出せるごみについてはごみの分け方、�
　出し方をご覧ください。�

大型家庭ごみ収集日程�
収集日の2日前までに�

役場環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。�

〔偶数月-可燃性・奇数月-不燃物〕�
�

金�

木�

木�

金�

土�

土�

第
1

第
2

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽�

三吉、三吉団地、糖塚、山田、�
塚原、上高倉、高倉�
�

湯川、波津、原、内浦、元松原、�
手野、新松原�

戸切、戸切白谷、戸切百合野、�
上海老津、山田峠、龍王団地�

吉木、西黒山、東黒山、高塚�

東松原、百合ヶ丘、東海老津、�
高陽�

木�

土�

第4水�

金�第
3

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘�

野間（1、2、3、4）、西山田�

海老津、つくし会、上畑、�
新海老津�

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、�
松ヶ台、公園通り�

15�
（火）�

16�
（水）�

17�
（木）�

18�
（金）�

21�
（月）�

22�
（火）�

23�
（水）�

24�
（木）�

26�
（土）�

27�
（日）�

19�
（土）�

20�
（日）�

☆10月の納期�
●国民年金保険料……………… 10月分  �
●保育料………………………… 10月分  �
●町営住宅家賃………………… 10月分  �
●町県民税(普徴)…………………３期分  �
●国民健康保険税…………………５期分  

☆各種相談�
●心配ごと相談……�
　11日(金)｢いこいの里｣･18日(金)�
　｢東部公民館｣･25日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00  �
●法律相談……�
　11日(金)・25日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:30�
　※電話予約が必要です。1２８３－２９４０へ �
●行政相談……�
　11日(金)･25日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00　　�
●教育電話相談（教育委員会内）�
　1２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》�

税
の
標
語
�
税
金
を
　
収
め
て
作
る
　
明
る
い
社
会
　
　
羽
山
　
あ
ず
さ
�

�

☆休日・夜間の当番医は�
遠賀郡消防署　1293－1231へ�
その時、診察してもらえる当番医を教�
えてくれます�

波津、吉木、高塚、戸切百合野�

上畑、海老津、百合ヶ丘�

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野�

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、�
原、波津、内浦�
糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、東山田、�
野間、新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原�
波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、�
元松原、西黒山、高倉、上高倉�

人頭制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回大型�
汲取り収集地区� A（1回目）�

B（2回目）�

A（1回目）�

B（2回目）�

C（3回目）�

従量制月２回大型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�

し尿収集日程表（月2回汲取り）�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
10:

00
〜
12:

00
�

◎
健
康
相
談
・
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

や
ま
び
こ
歌
謡
ク
ラ
ブ)｣�

　（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

�◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制｣

（
い
こ
い
の
里
）９:

30
〜
14:

00
�

◎
岡
垣
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10:

00
〜
12:

00
�

◎
登
山
連
盟
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
お
よ
び
懇
親
会
�

　(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
・
東
部
公
民
館)

８:

30
〜
15:
00
�

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
〜
マ
マ
も
ハ
ッ
ス
ル�

　
し
ち
ゃ
い
ま
す
〜｣

（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

30
�

�◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ
ソ
ロ)｣

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18:

30
〜
19:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
歌（
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会
）｣（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９:

00
〜
９:

20
受
付�

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
町
内
対
抗
戦（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）８:

00
〜
18:

00
�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
23
回
新
人
戦
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）８:

00
〜
17:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）｣（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
沢
木
順
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
２（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）　
○
開
場
＝
13:

30
　
○
開
演
＝
14:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:
30
〜�

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制｣

（
い
こ
い
の
里
）９:

00
〜
12:
30
�

�◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９:

00
〜
９:

20
受
付
�

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）
10:

00
〜
12:

30
�

� ◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種（
い
こ
い
の
里
）
13:

30
〜
13:

50
受
付�

25�
（金）�

28�
（月）�

29�
（火）�

30�
（水）�

31�
（木）�

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
正
助
村
め
ぐ
り（
宗
像
）8:

20
〜
15:

00
�

◎
登
山
連
盟
・
湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山(

湯
川
山)

９:

00
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
流(

英
聖
旗)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:
00
〜
13:

00
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
16:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
渡
辺
知
子(

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー)｣�

　（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）　
○
開
場
＝
18:

15
　
開
演
＝
18:

45
�

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
岡
垣
町
選
手
権
大
会「
女
子
の
部｣�

　(

町
民
体
育
館
・
岡
垣
中
学
校)

８:

30
〜
17:

00
�

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
玄
海
灘
オ
ー
プ
ン
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
）８:

00
〜
15:

00
�

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
秋
季
ミ
ッ
ク
ス
大
会(

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト)

８:

00
〜
17:

00
�

◎
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
北
九
州
地
区
新
人
戦
大
会(

松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド)

８:

30
〜
17:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
峰
生
会(

藤
扇
峰
生)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
町
制
40
周
年
記
念
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
じ
ま
ん
公
開
生
放
送（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
12:

15
〜
13:

00
※
放
送
時
間
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00�
�



国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
国
語
の
教
科
書

に
、す
で
に
そ
の
よ
う
な
考
え
が
反
映
さ

れ
て
い
た
。昭
和
10
年
、文
部
省
発
行
の
小

学
国
語
読
本(

巻
六)

の「
軍
旗
」の
題
材
の

一
部
は
、

「
身
を
捨
て
て

皇
国
の
た
め
に
　

ま
つ
し
く
ら
進
む
兵
士
の

し
る
し
の
軍
旗
　
し
る
し
の
軍
旗
」

と
な
っ
て
い
る
。

戸
切
区
在
住
の
大
野
繁
さ
ん
は
、1
9

3
5(

昭
和
10)

年
、戸
切
小
学
校
に
入
学

さ
れ
た
。四
年
間
通
い
、五
年
か
ら
は
本
校

の
山
田
小
学
校
に
通
わ
れ
た
。

大
野
さ
ん
は
四
年
間
の
思
い
出
を
、「
四

年
の
担
任
は
中
村
先
生(

男)

は
、歴
史
が

好
き
で
、よ
く『
源
氏
物
語
』や『
源
平
合
戦
』

の
話
を
し
て
く
れ
て
、と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
。

新
年(

1
月
1
日)

、
紀
元
節(

2
月
11

日)

、天
長
節(

4
月
29
日)

明
治
節(

11
月
3

日)

に
は
、本
校
の
山
田
小
学
校
で
式
が
あ

る
た
め
、歩
い
て
登
校
し
た
。

今
は
キ
レ
る
子
が
多
い
と
聞
く
が
、そ

の
当
時
も
キ
レ
る
子
が
い
た
。机
の
蓋
を

外
し
て
投
げ
つ
け
て
怪
我
を
さ
せ
た
り
、

授
業
中
に
暴
れ
回
っ
て
、室
外
に
座
ら
せ

ら
れ
た
り
す
る
子
が
い
た
。

炭
坑
の
ボ
タ
山
の
斜
面
に
、古
鉄
が
捨

て
て
あ
る
こ
と
が
あ
り
、そ
れ
を
回
収
す

る
こ
と
を
学
校
が
奨
励
し
て
い
た
。学
校

に
保
管
場
所
が
あ
っ
た
。ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

秋
に
は
、「
山
の
神(

炭
坑
の
守
り
神)

祭

り
」が
行
わ
れ
て
い
て
、に
ぎ
わ
っ
た
。宮

相
撲
が
行
わ
れ
、力
士
の
化
粧
回
し
が
き

れ
い
だ
っ
た
。大
人
だ
け
で
な
く
、子
供
相

撲
も
行
わ
れ
て
い
た
。学
校
に
も
相
撲
場

が
あ
っ
て
、よ
く
相
撲
を
し
た
。男
と
女
が

相
撲
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

遠
足
は
、吉
武
の「
武
丸
正
助
さ
ん
」に

行
っ
た
。炭
坑
の
中
を
通
っ
て
、馬
頭
山
に

登
っ
た
こ
と
も
あ
る
。遠
賀
平
野
が
一
望

で
き
た
。

学
校
で
の
遊
び
は
、ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

よ
く
し
た
。運
動
場
が
赤
土
な
の
で
、雨
が

降
る
と
、2
〜
3
日
は
使
用
で
き
な
か
っ

た
。冬
は
雪
合
戦
を
し
た
。

家
で
の
遊
び
は
、「
ね
ん
ぼ
う
」、メ
ン
コ

(

茶
碗
の
か
け
ら
を
丸
く
削
っ
た
も
の
を

友
達
同
士
出
し
合
っ
て
、手
に
握
り
、投
げ

出
し
て
表
か
裏
か
で
勝
負
を
競
う)

、戦
争

ご
っ
こ
、杉
の
実
鉄
砲
づ
く
り
な
ど
、よ
く

遊
ん
だ
。」と
語
っ
て
い
る
。

※
写
真
は『
昭
和
の
歴
史
』(

小
学
館)

よ
り

入
江
　
東
樹
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出動件数　　件�
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救
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火
　
災�

火災の問い合わせ�

11人�
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14,758人(+11)

　84人�

48.51

18人�
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（8月末）

町内の交通事故状況（人身）�
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岡
垣
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教
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日
中
戦
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〜
戸
切
小
学
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●発行／岡垣町役場 〒811-4233福岡県遠賀郡岡垣町大字野間697番地1 1093（282）1211　●編集／地域づくり課　●印刷／コロニー印刷�

全世界を震撼させた9月11日のアメリカ同時多発テロ事件か
ら1年が経ちました。
想像を超えたビル崩壊の様子に驚き、夜遅くまでニュースを
見続けたので、つい最近の出来事のように覚えています。
事件後「世界の出来事やテロ事件に敏感になった」「人生何が
あるかわからないので自分を見つめ直したい」「日本はどうすれ
ばいいのか考える」といった意見があり、多くの人々に影響を与
えた事件だったと言えます。
岡垣町は平和な町だと言えると思いますが、犯罪の数は近年
増加しています。みなさんも犯罪の被害に遭わないように、防犯
の意識を高めていきましょう。

（村上）

8月11日(日)、山田区の氏森神社へ商工会女性部主催による
収穫祭を取材に行きました。はじめにスイカの収穫が行われ、
ほどなくすると母の家の児童たちや来賓のみなさんによるバー
ベキューが始まりました。これはシャッターチャンス。と、お
いしそうに肉をほおばる子どもたちをカメラにおさめていると
手のひらにポツリと数粒の雨が…。しかし、こんな写真はなか
なか撮れない。そう思い、あまり気にせず写真を撮り続けてい
ると、｢ポツリ。ポツリポツリ。ザァーー！｣といきなりの大
雨！大事なカメラが濡れないように身体で抱え込み、なんとか
避難することができましたが、自分はびしょ濡れ…。取材はも
ちろん中断…。大変な1日でした。

(三浦)

ホ
ッ
ト
な
話
題�

お
待
ち

お
待
ち
し
て
ま
す
。�

お
待
ち
し
て
ま
す
。�

編
集�

後
記�

1
9
3
1(

昭
和
6)
年
、日
本
軍
は
満

州
全
土
を
占
領
し
、満
州
国
を
発
足
さ
せ

た
。そ

の
後
も
、華
北(

中
国
北
部)
へ
の
進

出
を
ね
ら
い
、1
9
3
6
年
、広
田
内
閣
は

支
那(

中
国)

へ
の
兵
力
の
増
強
を
決
定

し
、そ
れ
ま
で
の
3
倍
の
兵
力
と
し
た
。

翌
年
の
1
9
3
7
年
7
月
7
日
、北
京

ぺ
き
ん

近
く
の
盧
溝
橋

ろ
こ
う
き
ょ
う

周
辺
で
、日
中
両
軍
が
戦

火
を
交
え
た
。こ
れ
を
盧
溝
橋
事
件
と
い

う
。写
真
の
右
上
が
盧
溝
橋
。

い
っ
た
ん
、戦
闘
行
為
は
両
軍
と
も
中

止
す
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
で
き
た
が
、

7
月
11
日
に
は
、近
衛
内
閣
は
戦
闘
拡
大

を
決
議
し
た
。28
日
に
は
、日
本
軍
は
総
攻

撃
に
移
り
、北
京
、天
津

て
ん
し
ん

を
制
圧
し
た
。こ

う
し
て
、
8
年
間
に
わ
た
る
日
中
戦
争
が

始
ま
っ
た
。

9
月
11
日
、東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で
、

国
民
精
神
総
動
員
大
演
説
会
が
行
わ
れ

た
。近
衛
首
相
が
、「
挙
国
一
致
、尽
忠
報
国
、

堅
忍
持
久
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
唱
し
て
、
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